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 In this study, we prepared binaphthyl and bipyrene luminophores and investigated their 
circularly polarized luminescence (CPL) and magnetic circularly polarized luminescence 
(MCPL) prpperries. When the MCPL properties of pyrene and biyrene luminophores were 
evaluated, the MCPL signs were reversed under same magnetic field direction. 
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当研究室では、アキラルなピレン発光体に、

外部磁場を印加することにより、磁気円偏光

発光(MCPL)特性の発現に成功している。1)  
本研究では、ピレンの π 共役を拡張した

アキラルなビピレン発光体 1 を合成し、その

MCPL 特性を、ラセミ体のビピレン発光体 22)

および 3 についてそれぞれ MCPL 特性の発現

を試み、比較検討を行った。 
まず、アキラルな発光体 1 およびラセミ

体の発光体 2 においてモノマー発光帯

λMCPL = 413 nm, 427 nm でそれぞれMCPL特

性の発現に成功した(Fig.1, Fig.2)。 この時

の異方性因子(|gMCPL|)は、それぞれ 9.7×10-4

および 2.1×10-4 であった。このことから、

ビピレンに tert-ブチル基とヒドロキシ基を

つけた発光体 2 では、極大CPL 波長が長波長

化し、|gMCPL|も増加したことが分かった。さら

に、発光体 1 と発光体 2 と比較したところ、

同じ方向の外部磁場を印加したにも関わ

らず MCPL 符号の反転が見られた。発光体 3 については当日、発表を行う。 
1) Phys. Chem. Chem. Phys., 2020. 22, 13862.  Chem. Lett., 2020, 49, 674.  

RSC Adv., 2021, 11, 1581. 
2) Chem. Lett., 2015, 44, 1607. 

Fig. 1 MCPL (upper) 
and PL (lower) 
spectra of (N→S) -1 
(blue) and (S→N) -1 
(green) in CHCl3 
(Conc. = 1.0×10-3 M). 

Fig. 2 MCPL (upper) 
and PL (lower) 
spectra of (N→S) -2 
(blue) and (S→N) -2 
(green) in CHCl3 
(Conc. = 1.0×10-4 M). 
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